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   Ｂ６０Ｗ  20/00     (2006.01)
   Ｂ６０Ｋ   6/46     (2007.10)
   Ｂ６０Ｗ  10/26     (2006.01)
   Ｆ０２Ｄ  29/06     (2006.01)
   Ｆ０２Ｎ  11/04     (2006.01)
   Ｆ０２Ｎ  11/08     (2006.01)
   Ｆ０２Ｎ  15/00     (2006.01)
   Ｂ６０Ｌ  11/14     (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ｂ６０Ｋ    6/20     ３１０　
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   Ｂ６０Ｋ    6/20     ３３０　
   Ｆ０２Ｄ   29/06     　　　Ｄ
   Ｆ０２Ｎ   11/04     　　　Ｄ
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【手続補正書】
【提出日】平成27年6月2日(2015.6.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００２】
　内燃機関と駆動モータを搭載し、少なくとも内燃機関を停止したまま走行可能な車両に
は、レンジ・エクステンダー型電気自動車やプラグインハイブリッド車（ＰＨＥＶ）など
がある。これらの車両の駆動制御装置は、内燃機関と駆動モータを制御する駆動制御手段
を備え、内燃機関を停止したままでの走行中に駆動用バッテリの電力貯蓄状態であるＳＯ
Ｃ（Ｓｔａｔｅ　Ｏｆ　Ｃｈａｒｇｅ）が低くなると、内燃機関を始動するよう制御する
。
　特開２０１１－１２１４８２号公報には、内燃機関の停止時間に応じて始動のきっかけ
となる車速を変更する技術が開示されている。
　特許第３２１４１５０号公報には、駆動モータ単独の駆動力で走行可能なパラレル型ハ
イブリッド車において、内燃機関の始動性悪化を防ぐため制動力を利用して内燃機関を動
作させる技術が開示されている。
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　特開２０１０－１７４８４０号公報には、キャニスタのパージ必要量に応じて、内燃機
関の始動ＳＯＣ閾値を調整することにより、内燃機関の始動頻度を変える技術が開示され
ている。
　特開２０１０－１５８９２７号公報には、休止時にキャニスタに回収した蒸発燃料ガス
を、プラグインハイブリッド車のバッテリ残量に関わらず燃費悪化を最小限に内燃機関を
運転しパージする技術が開示されている。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１１－１２１４８２号公報
【特許文献２】特許第３２１４１５０号公報
【特許文献３】特開２０１０－１７４８４０号公報
【特許文献４】特開２０１０－１５８９２７号公報
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